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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年1月22日(2009.1.22)

【公表番号】特表2008-521811(P2008-521811A)
【公表日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【年通号数】公開・登録公報2008-025
【出願番号】特願2007-543395(P2007-543395)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   1/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 401/04    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｆ   1/10    ＺＮＭ　

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月12日(2008.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の一般構造：
【化１】

（式中、
　各Ｒ2が、電子供与基、電子求引基および電子中性基からなる群から独立して選択され
、
　Ｒ3が、置換および非置換の芳香族複素環ならびに置換および非置換の複素環からなる
群から選択され、前記環が、Ｒ3の環内の窒素原子を介してトリアジン基に結合し、そし
て
　Ｍ＋が、貴金属カチオンまたは遷移金属カチオンである）
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の１つによって表される化合物およびそれらの双性イオン。
【請求項２】
　以下の構造：
【化２】

によって表される請求項１に記載の化合物およびそれらの双性イオン。
【請求項３】
　（ａ）請求項１に記載の化合物を含む溶液を基材の表面に適用する工程と、（ｂ）該金
属を還元する工程とを含む、配向金属性ナノ構造の生成方法。
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